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　本年９月24日（土）に、問寒別地区と幌延地区で開催いたしました「議会報告会及び町民と議員の
意見交換会」において、町民の皆様からいただいたご意見、ご質問に対して、会場での回答とその後
の経過について、12月号と新年号の２回に分けてお知らせいたします。今月号では、議会改革と議員
報酬の改正についての回答を掲載します。

議会改革と議員報酬について

意　見　内　容 会  場  で  の  回  答 議会としての考え方

議員報酬を減らし、その分議員を増やし
たほうが町の為になるのでは。

議員に立候補する人が減って無
投票の状態が続いている。

議員定数と報酬についての本格的
議論は、Ｈ26年5月に始まった。
計6回議論をし、報酬については
次の議員で検討することとして切
り離し、同年12月の臨時議会にお
いて議員定数を１名減の8名とす
ることに、賛成4名、反対3名で
可決した。

報酬を上げるのは当然。議員定数が減っ
たことにより二重三重の負担がかかって
いる。幌延町は貧乏ではないので、安い
くらい。議会だよりを見れば議員のやっ
ていることが分かる。17万の手当で出来
るわけがない。議員報酬を上げるのは賛
成。

ご意見を拝聴いたしました。

今の情勢からいって、色々お金もかかる
し、上げることに関しては賛成だが、上
げた以上は成果も求められる。一般質問
などでも、２人や3人しかやらないのは
駄目だと思う。町民の為にと選挙で言っ
ていたことが実行されていない。

ご意見を拝聴いたしました。

議員報酬の計算根拠は。活動時間などを
分析したのか。首長の報酬は変わってな
いのに、議員報酬だけを上げるのはどう
なのか。

全国基準の中での話で、首長と
の比較で30％程度が望ましいと
なっている。

議長会の見解では、首長の30 ～
40％が望ましいとされている。議
員個人の活動時間は算出していな
いが、議会報に掲載している「議
会の動き」を参照して欲しい。


